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特集：平成 24年度第 1回ＦＤ研究会報告
教養教育温故知新～経緯を踏まえてこれからを考える～

ギリシャ語の Δ Ι Α Λ Ο Γ Ο Σは
「対話」という意味です。英
語・フランス語・ドイツ語・
イタリア語など、西洋近代
諸語も、それを音写して取
り入れています。「対話」は
「真理への道」として、古代
ギリシャの哲学者ソクラテ
スの哲学の方法とされ、そ
の弟子プラトンの著作の形
式「対話編」となって有名
となった言葉です。現代は
その「真理への道」として
の対話ばかりか、一般用法
としての「相互理解の道」
としての対話まで弱くなり、
もっとも強く復活が望まれ
るものと言えます。
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2013年 3月6日(水) 13:00～14:45  

FD研究会　 教養教育温故知新 
～経緯を踏まえてこれからを考える～ 

日時 

岐阜大学 教職員・学生, その他どなたでも 

岐阜大学 全学共通教育棟多目的ホール 場所 

対象 

 
E-mail： ysdjun16@gifu-u.ac.jp 　　　 
Tel：058 - 293 ‒ 3097  (安田) 

　　　　　　　  
岐阜大学 教養教育推進センター  

主催 お問い合わせ先 

　　　　　この約２０年間の教養教育の経緯を国, 大学, 学部（学科）ご
とに回顧することにより, 「これまで教養教育はどのように位置づけられ
てきたのか, 現在どのような変化の途にあるのか」ということの知見を共
有し, 「これからの岐阜大学の教養教育はどうあるべきか」を議論します。 　

趣旨 

　　　　　  
「我が国における教養教育の経緯」 

八田 弘 氏（文部科学省高等教育局 専門官） 
「岐阜大学における教養教育の経緯」　 

佐々木 嘉三 氏（元岐阜大学理事副学長） 
「看護学科における教養教育の経緯」　 

滝内 隆子 氏（岐阜大学医学部看護学科教授） 　

題目・講演者 

不要　※直接会場にお越し下さい 申込 

テーマに関連したご意見・ご質問を事前に頂ける方は, 下記お問い合わせ先まで
メールにてご連絡願います。できる限り, 当日の総合討論にてご紹介いたします。意見募集 
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HP http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/1325047.htm 

授業自体が，学生が主体的に問題を発見し，解を見いだしていく 
能動的学修（学生の能力を引き出し，鍛える双方向の講義，演習，実習等）
へと転換していくことが不可欠。 

主体的に考える力を持つ人材は， 
受動的な教育の場では育成することはできない。 

就職活動の問題など，社会と 
　 大学の接続の改善の必要性 

教育体制や環境，奨学金など，学生の学修支援環境の整備 

大学入試を含む，高校教育と大学
教育の円滑な接続と連携の強化 

プログラムとしての「学士課程教育」という概念の未定着 
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• 
「知識基盤社会」　　　

教養教育の考え方 
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発行
2013 年 7月

岐阜大学教養教育推進センター

編集
調査研究部門

〒501-1193　岐阜市柳戸 1番 1
TEL. 058-293-2178　FAX 058-293-3020

岐阜大学教養教育推進センター広報誌「ディアロゴス」第 20号

表紙　ソクラテス

紀元前 5世紀、ギリシャに生まれ
たソクラテスは「人が人として生
きる意味」を史上初めて自覚的・
意識的・方法的に問うた「哲学の
祖」として知られる人です。実を
言うと、本格的な「学問」という
のはこのソクラテスの問いから生
じていったのであり、それは「人
が生きていることの意味」を問う
ことからさらに「人がここに生き
ている世界」への問いとなって
いったからです。私たち人間は「こ
の世界に生きている」からです。
私たちが、何が対象であれ「疑問
を持ち、追求し、学ぶ」というの
も本来はそうした意味がありまし
た。「学ぶ」ということはただ単
に私たちの衣食住の欲望を満たす
ための手段を探すためだけではあ
りませんでした。ところが近代以
降の科学はそうした「欲望の充足
のための手段」とされていく傾向
が強まりました。これはこれで人
間の生物的な欲求を満たすものと
して意味はありますけれど、人間
はそれだけで生きているわけでは
ないはずです。私たちが生きてい
るのにどんな意味があるのかを問
うことは、「人が人らしく生きる」
ために必然的なことだと言えま
す。「本当の学問」を取り戻した
いです。
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